











































　ミニ運動会は 2019 年 9 月に本学体育館にて 2 回に渡り実施された（各回で参加した在宅療養児は
異なるため，それぞれの児の身体機能や参加人数を考慮し，プログラムを変更した）．恵庭市子ども
発達支援センターの小学生対象の児童デイサービスとの共同企画として，2019 年 9 月 10 日に実施し
たミニ運動会に参加した在宅療養児は，恵庭市子ども発達支援センターに通う小学生 15 名で，事業
所のスタッフは 3 名程度参加した．本学教員は 3 名参加し，学生の実施をサポートした．このミニ
運動会の実施に向け，8 月 23 日に作業療法学科学生 2 名とこども発達学科学生 2 名，支援センター




た（図）．ミニ運動会の実施後，9 月 26 日にこども発達学科 4 年生 1 名，作業療法学科 4 年生 4 名と
支援センターの職員 2 名，本学教員 2 名で活動の振り返り会を実施し，意見交換を行った．
　一方，恵庭市内にある 6 か所の発達支援事業所との共同企画として，2019 年 9 月 21 日に実施した
ミニ運動会に参加した在宅療養児は，恵庭市内にある発達支援事業所に通う小学生・中学生・高校生





























　2019 年 9 月 10 日に実施した恵庭市子ども発達支援センターの小学生対象の児童デイサービスとの共
同企画として実施したミニ運動会には，作業療法学科 4 名，看護学科 1 名，こども発達学科 3 名の学
生 8 名が企画と運営にかかわった．また，同年 9 月 21 日に実施した恵庭市内にある発達支援事業所と

























































療養児への発達支援プロジェクト〜 A 大学 5 学科の学生と教員の活動を通して〜，日本感性工











Developmental Support for Children with Disabilities Living in the Community:
Learning from Planning and Management of Sports Events
MURAKAMI Yui, SHIKANAI Azusa and KASAMI Yasuhiro
Abstract:  Hokkaido Bunkyo University has run Smile Project which has aimed to provide the opportunities of 
social participation for children with home care and of learning for students. The purpose of this research was 
to investigate students’ learning from planning and management of sports events for children with home care. 
As a part of the project, students managed the sports events and invited the children. After the event, students 
answered questionnaires about learning from the experiences. Some students realized the importance of basic 
knowledge and corporation beyond departments again.
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